
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 28年度 

事業名 成人式記念事業 担当課 教育課

細分化した事業名 成人式記念事業

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 将来を担う子どもをのびのび育むまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 子どもが夢を持ち続けることができる教育の充実

施策 青少年の健全育成と社会参加

関連する個別計画等 根拠条例等

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

成人を祝うとともに、成人としての認識の場及び心に残るような式典となるよう実行委員会を設置し、記念式

典を開催する。

事業の手段 

・成人式実行委員を一般公募し、委員会を組織。その中で、式典の内容（自主企画イベント）を検討し、１月

の式典では、記念撮影や自主企画事業を実施。また、成人式の記念品を配布する。

事業の対象

新成人（平成7年４月２日から平成8年４月１日までに生まれた者） 

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 1,161 1,110 1,128
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか）

一般財源 1,161 1,110 1,128

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.42 0.42  0.42

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 2,726 2,853 2,820

D 総事業費(A+C) (千円) 3,887 3,963 3,948

主な事業費用の

説明 
成人式実行員会への委託金。 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 千円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１
式典参加対象者 386 387 356

２
式典参加者 321 306 294

３
成人式実行委員数  6 6 4

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１
住民基本台帳に無いものでも（進学等の都合で転出しているもの）問い合わせがあれば案内状を送付
し、より多くのものが参加できるよう案内している。

２
祝日の前日の日曜日の午後からの式典開催とし、なるべく参加しやすい日時としている。

３
公募により、新成人の中から実行委員を委嘱し、企画・準備を行っている。



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１
式典参加率 参加者/新成人対象者（％） 

294人/356人 
83.2 79.1 82.5

２

参加者満足度 良いと答えた人数 /回答人数
（％）
１３７人/２８２人

29.6 63.4 48.6

３
成人式実行委員会開催回
数

 6 5  7 

成 果 □ Ａ 上がっている ■Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
参加率は他市（北杜市 ７６.３％、甲斐市 ７５.２％ 大月市 ７７.９％）に比べ高い。  

２

満足度は普通という回答が前年より多く、なかなか「良い」という回答を得られなかった。良かっ
たという回答の理由として多いのは「久しぶりに友達に会えてよかった」。良くない理由として「う
るさかった」、「話が長い」などであった。

３
自主企画である恩師のビデオレターの作成や、ビンゴの景品の準備など開催回数以上に実行委員は
時間を費やし式典に向け取り組んでいる。

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
現在実行委員の募集をしている最中であるが、９月末には実行員会を立ち上げ、事業の企画・運営を積極的に
任せ、行政主導では無い自分たちの手作りの式典として、思い出に残るような式典を計画。

過去
の 
改善
経過

・平成14年より、実行員会を組織し、実施するように変更。 
・平成15年より、式典を午後からの開催とした。 
・平成27年より、式典から自主企画までの進行を実行員会で行うように変更。 

課長所見 新成人の手作りの温かさを企画に生かし、参加率の向上を目指したい。


